
 

第 １ 部 学校の概要 

 

1. 学校の概要 

正式名称・英語 (略称) Asian Center for Foreign Languages (ACFL) 
日本語訳 アジア外国語センター 

本部所在地 2502-B West Tower, Philippine Stock Exchange Centre Exchange 
Road, Ortigas Center Pasig City 

電話 +02-633-07-22; 687-73-42 
FAX + 02-637-33-84 
ホームページ URL http://www.acfl-foreignlanguages.com/ 
学校の種類 私立  
TESDA 認証番号 現在申請中 
SSP 登録番号  
 
2. 留学生受け入れ担当部署および担当者 

担当責任者名 Ms.Maria Sybil G. Gojar 
役職名 COO 
電話 + 02-637-33-84 ext:      
FAX + 02-687-73-42 
e-mail 1 syl2acfl@pldtdsl.net 
e-mail 2 acflphil@pldtdsl.net 
留 学 生 向 け 情 報
URL http://www.acfl-foreignlanguages.com/ 

 

3. 留学関連統計とコース内容 
3-a. 学生数 
（1 クラス最少 5 名・最大 15 名） 
    Basic Filipino 
 
・ Intermediate Filipino 

 
・ Advanced Filipino 

 
・ Basic English 

 
・ Intermediate English 

 
・ Advanced English 

 
・ IELTS  

 
・ Business writing 

 
・ TOEFL 

 
・ Basic Japanese 

 
・ Intermediate Japanese 

 
・ Advanced Japanese 

 
・ Basic French, German, Italian, Spanish, Korean 

 
・ Basic Bahasa, Mandarin and Cantonese 

 
・ Norsk 
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3-b. 設置コースとその学費 
 
・30 時間のグループレッスン：7,616 ペソ～8,400 ペソ（約 195US ドル） 
・３０時間の個人レッスン：25,400 ペソ～45,000 ペソ（約 600US ドル～1,025US ドル） 
 
 
4. 学校の特色 
4-a. 定評のある分野・特徴 
効果的な英語教育を通じて、それぞれの国際競争力を高めることを目指した学校である 
 
4-b. 学校のアピールポイント 
本校は、世界中にある 21 以上の言語や文化を提供することのできる、国境を越えた学習環境を誇っている。 
 
4-c. 留学生について 
  出身国の多い国上位 3 カ国： 
     １位：アメリカ 
 ２位：オーストラリア 
 ３位：韓国 
 
4-d. フィリピンの高等教育機関との連携の有無 
■はい その内容：（回答なし） 
□いいえ 
 
 

第 ２ 部  留学生の出願手続・入学資格 
 
1. 受入可能な留学生 

□ 制限あり ※制限の内容：                                                       
■ 制限なし 

 
2. 入学手続き・提出書類に関するウェブアドレス 

 
 
3. オンライン申請の可否 

■ 可能  ※アドレス：（回答なし）                                                     
□ 不可 

 
4. 合否基準及び判定基準とする書類等 
  
全てのコース ■願書 □成績証明書 □推薦状 □語学能力証明書 
 
 
5. 年齢制限 

 

□ ある 
・     歳 以上（プログラム/コース：            ） 
・ プログラムやコースによる (具体的に：＿＿＿＿＿＿＿) 

■ ない 
 
 
6. 留学生の出願・入学プロセス 
（回答なし） 

 
7. その他の入学に関する条件（あれば） 
（回答なし） 
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8. 入学後のクラス分けテスト 
■ 有 ※テストの内容： 
クラス開始に先立ち、レベルを確認するための診断テストを実施する。コース実施期間にはモニタリ
ングを実施し、コースの終了にあたって到達度チェックが行われる。 
□ 無 
 
 

第 ３ 部 留学生の学生生活と経済的支援 
 
 
 1. 外国人留学生を対象にした奨学金制度 

□ ある 
奨学金の名前： 
待遇： 
ウェブサイト・問い合わせ先： 

■ ない 
 
 2．留学生が利用可能な寮 

□ ある 
最も安価な
単身室の寮
費（月額） 
          
フィリピン・ペソ 

･寮のウェブサイトアドレス： 
・居住できる学生の 
・施設や支援体制 

□ 共同キッチン 
□ インターネット 
□ 共同テレビルーム 
□ 自習室 
□ 寮のアドバイザー 
□ その他 (具体的に：  学生のための寮はないが、要望に応じて滞在場所を

探すための支援をすることができる＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿) 

■ ない 

･ その他支援 
■ 下宿を紹介 
■ アパートを紹介 
■ ホームステイ先を紹介 
■ その他 (具体的に： 

コ ン ド ミ ニ ア ム も し く は ホ テ ル                                
) 

 
 
 3. 学生生活支援 
 3-a. 学生医療保険制度について 
医療保険への加入は強制ですか？ 
□ はい 
■ いいえ 
学校指定の医療保険制度はありますか？ 
□ はい 
■ いいえ 
医療保険の紹介はありますか？ 
■ はい 
□ いいえ 

 
 3-b.留学生アドバイザー 

■ いる 
□ いない 

 
 4.  留学生への就職支援 

□している 

担当部局名または委託先機関名： 
ウェブサイト（あれば）： 
支援内容： 
□ フィリピン国内の就職情報提供 
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□ 母国・第三国での就職活動支援  
□ その他（具体的に）： 
規則として就職支援は実施していないが、仕事を探している生徒に対しては、提携関
係がある BPO 起業があるため、仕事を見つけるための支援をすることが出来る 

■していない 

 
5.  留学生向けインターンシップ 

□している 

担当部局名または委託先機関名： 
ウェブサイト（あれば）： 
支援内容： 
□ フィリピン国内の就職情報提供 
□ 企業とのプログラムを構築しており、学生を紹介できる 
□ 母国・第三国での就職活動支援 
□ その他（具体的に：） 

■していない 

 
6.  同窓会  

□ある 
□ 出身国・専攻等により存在する 
□ 日本人留学生の同窓会がある 
□ 同窓会の SNS（Facebook 等）のネットワークがある 

■ない 
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